
鐘ケ淵陸橋

源森橋

吾妻橋交番前

言問橋東

亀沢四

緑一
両国一

白鬚橋東詰

木母寺

大横川親水公園

緑町公園

北斎通り

旧安田庭園

両
国
橋

烏亭焉馬居住の地
説明板

本所松坂町公園

隅田川神社

榛稲荷神社

白鬚神社

三囲神社

牛嶋神社

長命寺

回向院

法泉寺

東白鬚
公園

隅田公園

向島百花園
旧墨堤之道説明板

すみだ郷土文化資料館

墨田区役所

すみだ
トリフォニー

ホール

駒止石

江戸東京
博物館

両国国技館

津軽稲荷神社

小梅小

すみだ
女性センター

梅若橋
コミュニティ会館

野見宿禰神社

東京スカイツリー

アクセス：
・都営地下鉄大江戸線
  「両国駅」A3出口より徒歩5分
・JR総武線
  「両国駅」東口より徒歩9分

鐘ケ淵駅

とうきょう
スカイツリー駅

地下鉄
押上駅

地下鉄
本所吾妻橋駅

錦糸町駅
両国駅

水神大橋

白鬚橋

桜橋

言問橋

源
森
橋

墨
堤
通
り

墨
堤
通
り

墨
堤
通
り

曳
舟
川
通
り水戸

街道

浅草通り

春日通り

蔵前橋通り

京葉道路

三
ツ
目
通
り

明
治
通
り

地
蔵
坂
通
り

鐘
ケ
淵
通
り

清
澄
通
り

二
之
橋

塩
原
橋

坂の途中で
右折。

高速道路入口前の
信号を渡り、斜め
の小路に入る。

下町の風情
たっぷり。

東口＝浅草方面
西口＝北千住方面

この付近料亭
多い。

昔ながらの店が
散見できる。

小梅小の横の細い道を。

ガードを
くぐったら
左折。

東京スカイツリーが
よく見える。

橋をくぐる。

橋をくぐる。

閉門中でも拍子木の音が
きこえることも。

出入口は2カ所のみ
16時半閉門。

このあたり
ちゃんこ屋が多い。

回向院裏門の
開門時間は
9時～17時

橋をくぐる。

トンネルくぐる。

堤通二丁目から
足立区千住辺り
を、関屋の里と
いった。

緑と東京スカイツリーの
眺めが素晴らしい。

東武伊勢崎線
鐘ヶ淵駅

北斎ゆかりの地
散策モデルコース2

約5.5km

地下鉄
押上駅（A3出口）

牛嶋神社

三囲神社

長命寺

白鬚神社

法泉寺

隅田川神社

木母寺

堤通二丁目辺り

スタート

ゴール

22分

9分

10分

20分

5分

22分

5分

8分

5分

向島～墨堤

北斎ゆかりの地
散策モデルコース1

約7.5km
（錦糸町ゴールは約4.5km）

スタート

ゴール

ゴール

JR総武線・地下鉄
両国駅

旧安田庭園

両国橋

回向院

本所松坂町公園

烏亭焉馬居住の地説明板

榛稲荷神社

緑町公園

5分

12分

6分

5分

7分

16分

6分

5分

26分

東武伊勢崎線
とうきょう
スカイツリー駅

地下鉄
押上駅

北斎通り

大横川親水公園

牛嶋神社

三囲神社

15分

42分

9分

14分

JR総武線
地下鉄
錦糸町駅

両国～東京スカイツリー
両国～錦糸町

関
せ き

屋
や

の里
さ と

木
も く

母
ぼ

寺
じ

隅
す み

田
だ

川
が わ

神
じ ん

社
じ ゃ

白
し ら

鬚
ひ げ

神
じ ん

社
じ ゃ

厩
うまや

橋
ば し

御
お

竹
た け

蔵
ぐ ら

両
りょう

国
ご く

橋
ば し

肥
ひ

前
ぜ ん

平
ひ ら

戸
ど

新
し ん

田
で ん

藩
は ん

松
ま つ

浦
ら

家
け

の上
か み

屋
や

敷
し き

法
ほ う

泉
せ ん

寺
じ

関屋の里は、現在の隅田川神社辺り
から足立区千住までの隅田川沿いを
指します。平安・鎌倉時代には大き
な集落がありましたが、その後は田
地となっていました。北斎は、大き
く土手を描き、３頭の馬を疾走させ
ることによって画面に動きを作り出
しています。

風流隅田川八景の内の１枚です。こ
のシリーズの特徴は隅田川沿いの名
所に美人を配して描かれていること
です。この図は、木母寺に古くから
伝わる「梅若伝説」を題材にしていま
す。伝説では母子は出会えませんで
したが、本図では女性と子供が仲む
つまじい姿で描かれています。

雪月花を題材とした３枚揃の１枚
で、かつて樹木が生い茂っていたこ
とから水神の森とも称された水神社

（現隅田川神社）あたりを描いていま
す。中央は「梅

うめ

若
わか

伝説」で有名な木
もく

母
ぼ

寺
じ

です。人家もまばらで寂しげに描
かれていますが、風流を好む人々が
訪れる風雅な土地でもあったようで
す。

高輪から吉原まで季節の流れと共に
隅田川両岸の風景を描いた北斎狂歌
絵本の代表作の内の1図です。手前
に今戸（現台東区今戸）の瓦焼の様子
を、また対岸に名勝地であった白髭
明神社（現白鬚神社）の鎮守の森を、
秋の夕暮の下に描いています。

現在の厩橋辺りにあった御厩の渡し
の情景です。夕闇せまる一瞬をとら
え、左に両国橋、中央に富士山がシ
ルエットで描かれているのが印象的
です。穏やかな隅田川を描いた作品
ですが、この渡し舟の周りだけは波
立ち、効果的に動きを表現していま
す。

赤
あ こ う

穂事
じ

件
け ん

を題材とした浄瑠璃や歌舞
伎の演目「仮

か

名
な

手
で

本
ほ ん

忠
ちゅう

臣
し ん

蔵
ぐ ら

」の大詰
め、吉良邸への浪士討ち入りの場で
す。浪士に囲まれて孤軍奮闘してい
るのは、吉良側の剣豪、小林平八郎
と思われます。この図は浮絵の様式
で描かれており、軒先や建物のライ
ンが奥行きを感じさせます。

手前に大きく神田川河口に架かる新
柳橋（現柳橋、台東区柳橋一丁目）
と、突然の夕立に急ぐ人々を活写し
ています。左奥の橋が現在姿を消し
た御蔵橋で、その奥に御竹蔵と呼ば
れた江戸幕府の材木蔵（現両国国技
館辺り）がありました。

江戸屈指の盛り場、両国広小路（現
中央区東日本橋二丁目）から、納涼
の人出で賑わう両国橋をダイナミッ
クに描いています。右奥の橋が一ツ
目の橋とも呼ばれた現在の一

い ち

之
の

橋
は し

で、
近くの森が一の橋弁才天（現江

え

島
じ ま

杉
す ぎ

山
や ま

神
じ ん

社
じ ゃ

、千歳一丁目8番2号）です。

江戸幕府の米蔵（現台東区蔵前一・二
丁目）にあった首尾の松と釣り客ら
を画面いっぱいに描いています。釣
り糸の向こうに、「本所七不思議」の
一つに数えられる椎

し い

の巨木があった
肥前平戸新田藩松浦家の上屋敷が見
えます。

鎌倉幕府を滅亡させた新
に っ

田
た

義
よ し

貞
さ だ

の守
まもり

本
ほ ん

尊
ぞ ん

、髻
もとどり

不動明王が安置されてい
ることで有名な法泉寺の参詣の様子
を描いたものです。縁結びの神であ
る金

こ ん

勢
せ い

大
だ い

明
みょう

神
じ ん

の幟
のぼり

や石柱がありま
すが、法泉寺が金勢大明神を祀

ま つ

って
いた記録がなく貴重な資料です。

隅田川と三囲神社・牛嶋神社が描か
れています。手前に描かれているの
は三囲神社の鳥居で、この鳥居は隅
田川堤越しに頭だけが見えるのが特
徴でした。隅田川堤にはそぞろ歩く
人々、川面には釣りに興じる人々
と、穏やかで楽しげな雰囲気が感じ
られます。なお、当時、牛嶋神社は
須崎村（現向島五丁目1番辺り）にあ
りました。

堤通二丁目辺り～足立区千住

古地図／ハの九　現代図／Bー5

古地図／ハの八　現代図／Aー4

古地図／ハの八　現代図／Aー4

古地図／ロの九　現代図／Aー5

古地図／ハの八　現代図／Aー4

　　北斎ゆかりの地　　　北斎が描いた場所

古地図／ロの八　現代図／Aー4

古地図／ロの八　現代図／Aー4

古地図／ロの九　現代図／Aー5

古地図／ロの九　現代図／Aー5

古地図／ハの六　現代図／Aー3

古地図／ホの六　現代図／Cー3

古地図／ロの七　現代図／Aー4

古地図／ロの七　現代図／Aー4

古地図／ホの三　現代図／Bー2

古地図／ホの三　現代図／Bー2

古地図／ニの五　現代図／Bー3

古地図／ニの五　現代図／Bー3

古地図／ニの二　現代図／Bー1古地図／ニの二　現代図／Bー1古地図／ニの一　現代図／Cー1

堤通二丁目16番1号 堤通二丁目17番1号

東向島三丁目5番2号

本所一丁目辺り

横網一丁目辺り

両国一丁目辺り横網二丁目辺り

東向島三丁目8番1号
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向島二丁目5番17号

向島一丁目4番5号

達
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磨
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横
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町
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本
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じ ょ

林
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町
ちょう

三
さ ん

丁
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目
め

津
つ

軽
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屋
や

敷
し き

・緑
みどり

町
ちょう

公
こ う

園
え ん

本
ほ ん

所
じ ょ

割
わ り

下
げ

水
す い

・
北
ほ く

斎
さ い

通
ど お

り

法
ほ っ

性
しょう

寺
じ

（通称 柳嶋妙見）

東駒形一丁目辺り 立川二丁目辺り

亀沢二丁目7番

亀沢一丁目7番～錦糸四丁目10番

業平五丁目7番7号

駒
こ ま

止
ど め

石
い し

・
旧
きゅう

安
や す

田
だ

庭
て い

園
え ん

墨田区側から隅田川を描いた図です。
手前に駒止石、奥には富士山がみえ
ます。駒止石の由来は諸説あります
が、源

みなもとの

義
よ し

家
い え

による奥州征伐の際、
義家の馬が石の場所で止まったから
ともいわれます。当時、石は絵のよ
うに隅田川岸にありましたが、現在
は旧安田庭園内に移されています。

横網一丁目12番1号

回
え

向
こ う

院
い ん

両国二丁目8番10号

吉
き

良
ら

邸
て い

跡
あ と

・
本
ほ ん

所
じ ょ

松
ま つ

坂
ざ か

町
ちょう

公
こ う

園
え ん

両国三丁目13番9号

榛
はんのき

馬
ば

場
ば

・
榛
はんのき

稲
い な り

荷神
じ ん

社
じ ゃ

両国四丁目34番11号

ゆかりの地
　マップ　

【
北
斎
肖
像（
溪け

い

斎さ
い

英え
い

泉せ
ん

画
）】

【北斎仮宅之図（ 露
つゆ

木
き

為
い

一
いつ

画）　国立国会図書館蔵】

ゆかりの地
マップ

【
新
板
浮
絵
両
国
橋
夕
涼
花
火
見
物
之
図（
部
分
）】

本所相
あい

生
おい

町
ちょう

（現両国四丁目）に住む大工の棟
とう

梁
りょう

の子として生まれ、戯
げ

作
さく

者
しゃ

、
狂歌師として活躍しました。また竪

たて

川
かわ

沿いに住んだことから（ 烏亭焉馬
居住の地説明板　千歳二丁目14番　古地図/ロの九　現代図/Aー5）立川
焉馬とも称し、落語の中興の祖としても知られています。北斎は焉馬の読
本などに挿絵を描いています。牛嶋神社（ ）に自らの句を刻んだ狂歌碑を
建てています。

南畝は幕府の御家人で洒
し ゃ れ

落本
ぼん

などを執筆した文人です。 蜀
しょく

山
さん

人
じん

、 四
よ も の

方赤
あか

良
ら

と称し、大流行した狂歌の中心的人物としても有名です。北斎の友人で、
北斎の肉筆画に賛を書いたり、『北斎漫画』などの絵手本に序文を寄せたり
しています。牛嶋神社（ ）や長

ちょう

命
めい

寺
じ

（ 向島五丁目4番4号　古地図/ニの
五　現代図/Bー3）に南畝の漢詩や句の石碑があります。

寛政中期から文政（1794～1818）にかけて活躍した戯作者で、黄表紙や
洒落本、読本などを数多く手がけており、『北斎漫画』七編には序文を寄せ
ています。木

もく

母
ぼ

寺
じ

（ ）には、竹
たけ

本
もと

倉
くら

太
た

夫
ゆう

が先代達のために建てた浄瑠璃塚
の碑があり、三馬による碑文が刻まれています。

黄表紙の作者である京伝は本姓を岩瀬、名を醒
さむる

といいました。江戸を代表
する作家として、数々の洒落本や滑

こっ

稽
けい

本
ぼん

を世に送り出しました。北斎とも
何冊かの黄表紙で仕事をしました。作家としてだけでなく店を開き、紙製
煙
た ば こ

草入れや丸薬を売り大評判をとりました。文化13（1816）年56歳で亡
くなり、墓は、 岩瀬醒墓として回

え

向
こう

院
いん

（ ）に現存しています。

滑稽本『東
とう

海
かい

道
どう

中
ちゅう

膝
ひざ

栗
くり

毛
げ

』の作者として有名です。北斎は一九の合巻や滑
稽本に挿絵を寄せています。長

ちょう

命
めい

寺
じ

（ ）に辞世の句を記した碑や、門人の
五
ご

返
へん

舎
しゃ

半
はん

九
く

らによって建てられた句碑があります。なお、五辺舎半九の子
は北斎に弟子入りして北

ほく

岑
しん

（北嶺）と称し、絵師として活躍しました。

　墨田区は長い歴史をもち、東京23区の中でも、特に古い行事や

伝統技術を残している区のひとつです。こうした歴史を誇る区内か

ら、様々な活躍をした偉人が多数輩出しています。その中でも、国

内外の芸術家に大きな影響を与え、世界的にも評価が高い浮世絵師
“ 飾北斎”は、宝暦10（1760）年9月23日に墨田区で生まれ、そ

の生涯のほとんどを墨田区内で過ごしながら多くの作品を残しまし

た。作品の中には、両国橋や三囲神社、牛嶋神社など、当時の区内

の景色を描いたものが数多くあります。

　墨田区では、郷土の偉大な芸術家である北斎を、区民の誇りとし

て永く顕彰するとともに、新たな文化創造の拠点ともなる、北斎に

関する総合的な美術館「すみだ 北斎美術館」を北斎とゆかりの深い

墨田区亀沢にある緑町公園内に開設します。（平成28年11月22日開館）

1 2 3
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寛政11（1799）年に行われた三囲
神社の開帳では、北斎が絵を描いた
提
ちょう

灯
ちん

12張と大きな絵額が評判を呼
び、多くの参詣客が訪れたといわれ
ています。この提灯と絵額は、残念
ながら現存していません。

北斎は、弘化2（1845）年頃、牛嶋
神社の近くに住んでいたといわれ、
大絵額「須

す

佐
さ

之
の

男
おの

命
みこと

厄
やく

神
じん

退
たい

治
じ

之
の

図
ず

」
を描き、奉納しています。残念なが
ら、この大絵額は関東大震災で焼失
しましたが、現在、社殿には復元し
たパネルが飾ってあり、その図様を
知ることができます。

8 18

20

17

9

天保10（1839）年、達磨横町に住
んでいた北斎は、生まれて初めて火
災に遭いました。この時北斎は、筆
一本を握って家を逃げ出し、しばら
くは割れた徳利を筆洗いにして作画
を続けたといわれています。

北斎は、30代後半から40代の初め
頃、本所林町の甚兵衛店という長屋
で暮らしていました。その頃にオラ
ンダ商館長の依頼で、男女の生涯を
題材にした絵巻物を描いたといわれ
ています。

すみだ北斎美術館の建設地周辺は、
江戸時代、弘前藩津軽家の上屋敷が
あった場所です。北斎は、藩主であ
る津軽越中守の依頼で屏風に馬の絵
を描いたといわれています。

北斎は、宝暦10（1760）年に、本
所割下水付近で生まれました。割下
水という名の由来は、江戸時代、通
りの中央に掘割があったためといわ
れ、その掘割を埋め立てた道路は、
現在「北斎通り」という愛称で親しま
れています。北斎通りのうち亀沢一
丁目から四丁目では街路灯などにプ
リントされた北斎の絵を鑑賞しなが
ら街歩きが楽しめます。

北斎は、熱心な日蓮宗の信者で、妙
見菩

ぼ

薩
さ つ

を信仰し、柳嶋妙見へはたび
たび参詣していたようです。「北斎
辰
と き

政
ま さ

」という画号は、北斗七星（北
ほ く

辰
し ん

）の化身といわれる妙見菩薩にち
なんだものと考えられています。

12

15

北斎は、120畳近い大きさの紙の
上を縦横無尽に駆け回り、巨大な絵
を描く大パフォーマンスを生涯に何
度か行いました。区内では、回向院
の境内と本所合

か っ

羽
ぱ

干
ほ し

場
ば

（現本所三丁
目辺り）で行ったといわれています。

16

北斎の曾
そ う

祖父は、赤
あ こ う

穂浪
ろ う

士
し

討入りの
夜、吉

き

良
ら

上
こうづけのすけ

野介を守って討ち死にし
た小

こ

林
ばやし

平
へ い

八
は ち

郎
ろ う

だと北斎自ら語って
いたそうです。また、北斎は幼少時
に幕府御用の鏡師、中

な か

島
じ ま

伊
い

勢
せ

の養子
になったといわれていますが、中島
家は、吉良邸の跡地にありました。

19

天保年間（1830～44）の末頃、北
斎は娘のお栄と本所亀沢町の榛馬場
に移り住みました。北斎の弟子が、
住まいでの親子の様子を絵に残して
います。
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